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１． 平成１７年３月期の業績予想（平成 16 年４月１日 ～ 平成 17 年３月 31 日） 

（１）連結業績予想 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。 

 売上高 

平成 17 年３月期予想 106,000百万円  △3.1％ 

平成 16 年３月期実績 109,438           △3.1 

(注)パーセント表示は、前年同期比増減率 

 

（２）個別業績予想 

 売上高 受注高 

平成 17 年３月期予想 73,000百万円     1.5％ 75,000百万円   5.8％ 

平成 16 年３月期実績 71,941       △1.1 70,903           △7.6 

(注)パーセント表示は、前年同期比増減率 

 

[連結・個別業績予想に関する定性的情報等] 

 個別の受注高につきましては、鋼材価格の高騰を背景とした鉄骨単価の上昇を主な要因として前期より

5.8％増の75,000百万円程度となる予想であります。 

 売上高につきましては、個別では平成16年11月24日に公表した売上高予想に変化はありません。連結に

おいては、連結子会社である川田建設が、28,000百万円を計画していたところ、前期の受注減の影響並びに

完成工事に対する追加受注額が予定を下回ったことにより、26,000百万円の見込みとなったことから、前回

公表より2,000百万円減少した106,000百万円程度となる予想であります。 

 なお、平成17年３月期の業績予想につきましては、現在、前述した鋼材価格の高騰を背景とした契約増額

交渉中の完成見込工事が多数あり、それらの結果により業績は大きく変動いたします。近日中に概略の見込

みが確定する予定でありますので、確定次第公表いたします。 

 

２． 平成１７年３月期第３四半期業績の概況（平成 16 年４月１日 ～ 平成 16 年 12 月 31 日） 

（１）個別受注実績 

 受注高 

平成 17 年３月期第３四半期 48,240百万円     1.9％ 

平成 16 年３月期第３四半期 47,358            △13.0 

(注)①受注高は、当該四半期までの累計額 

②パーセント表示は、前年同四半期比増減率 

 



(参考)受注実績内訳                             (単位：百万円) 

区 分 
平成 17 年３月期 

第３四半期 

平成 16 年３月期 

第３四半期 
比 較 増 減 増減率 

官 公 庁 9,966（ 20.7%） 15,515（ 32.8%） △ 5,549   △ 35.8 % 

民 間 2,371（  4.9 ） 2,827（  6.0 ） △ 456 △ 16.1 
橋

梁 
計 12,337（ 25.6 ） 18,343（ 38.8 ） △ 6,005 △ 32.7 

官 公 庁 120（  0.2 ） 91（  0.2  ） 29 31.6 

民 間 20,531（ 42.6 ） 11,784（ 24.9 ） 8,746 74.2 
鉄

骨 
計 20,652（ 42.8 ） 11,876（ 25.1 ） 8,775 73.9 

官 公 庁 707（  1.5 ） 64（  0.1 ） 643 997.5 

民 間 13,768（ 28.5 ） 16,235（ 34.3 ） △ 2,466 △ 15.2 
建

築 
計 14,476（ 30.0 ） 16,300（ 34.4 ） △ 1,823 △ 11.2 

官 公 庁 17（  0.0 ） 196（  0.4 ） △ 179 △ 91.0 

民 間 755（ 1.6 ） 642（  1.3 ） 113 17.6 

そ

の

他 計 773（  1.6 ） 839（  1.7 ） △ 65 △ 7.8 

官 公 庁 10,812（ 22.4 ） 15,868（ 33.5 ） △ 5,056 △ 31.9 

民 間 37,427（ 77.6 ） 31,490（ 66.5 ） 5,937 18.9 
合

計 
計 48,240（100.0 ） 47,358（100.0 ） 881 1.9 

(注)（ ）内のパーセント表示は、構成比率 

 

  [個別受注実績に関する定性的情報等] 

    当該四半期の個別受注実績は、橋梁及び建築が減少しましたが、鉄骨の増加等により、全体で

前年同四半期比 1.9%増加の 48,240百万円となりました。 

 

（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 

  該当する事象は特に発生していません。 
以 上 


